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１． 研究計画の概要 
本研究は、昭和 16（1941）年 12 月日米開

戦にともなって、オーストラリア政府により
接収された日系諸企業の資料にもとづき、戦
前の日本と豪州の交易について、主として貿
易商社の動向に焦点をあてて本格的な社会
経済史研究をおこなおうとするものである。
オーストラリア政府に接収された日本の貿
易商社の資料はオーストラリア国立公文書
館シドニー館に所蔵されており、そこには、
明治 23（1890）年にシドニー支店を開設し
た兼松商店や日露戦後に豪州に進出した三
井物産、大倉組、高島屋飯田、第一次大戦後
の 1920 年代初めに進出した三菱商事、日本
綿花などの在豪支店の資料が含まれている。
また三井物産・三菱商事の在豪支店の資料の
一部はアメリカ国立公文書館新館（メリーラ
ンド州カレッジパーク）にも所蔵されている。
本研究は、オーストラリア国立公文書館シド
ニー館やアメリカ国立公文書館新館（メリー
ランド州カレッジパーク）に所蔵されている
戦前の日本商社の在豪支店関連資料にもと
づいて、戦前のオーストラリア大陸に構築さ
れた日系企業の世界と日本の産業社会の関
連を追究しようとしたものである。 

オーストラリア国立公文書館シドニー館
に所蔵されている戦前の在豪日系諸企業の
資料は膨大なものであるから、貿易商社に焦
点をあてて、戦前の日豪貿易の推移を明らか
にしつつ、日豪貿易の主な担い手たる貿易商
社の活動を実証的に検討することを課題と
した。その際、商社の豪州への進出時期を念
頭において、まず明治 23（1890）年にシド
ニー支店を開設した兼松商店をとりあげる

こととし、つぎに日露戦後に進出した三井物
産をとりあげ、そして第一次大戦後の 1920
年代に進出した三菱商事をとりあげること
とした。三井物産・三菱商事の在豪支店の資
料は膨大なものがあり、研究の困難さが予見
されたとはいえ、事業活動の重要性からみて、
これらを主要な研究対象としてとりあげる
こととしたのである。 
 
２． 研究の進捗状況 
 本研究は、戦前の日本と豪州の交易につい
て、主として貿易商社の動向に焦点をあてて
本格的な実証研究をおこなうことを課題と
していたから、広範な資料調査と研究成果の
相互批判の機会をもつことが必要であった。 
 そこで平成 20 年度には、研究代表者の天
野雅敏と研究分担者の谷本雅之、花井俊介が
オーストラリア国立公文書館シドニー館で
オーストラリア政府接収日本商社資料の調
査を実施し、平成 21 年度には、研究協力者
のテッサ モーリス=スズキと田村恵子をオ
ーストラリアから招聘し、天野雅敏、谷本雅
之、花井俊介、重富公生が加わり、神戸大学
で研究会を開催するとともに、オーストラリ
ア国立公文書館シドニー館において天野雅
敏が三井物産、兼松商店関係資料の調査をお
こなった。また平成 22 年度には、オースト
ラリア国立公文書館シドニー館の所蔵する
三井物産・三菱商事の在豪支店資料調査を継
続するとともに、アメリカ国立公文書館新館
所蔵の三井物産・三菱商事在豪支店資料の調
査をおこなった。アメリカ国立公文書館新館
所蔵の三井物産・三菱商事在豪支店資料の調
査は天野雅敏が、オーストラリア国立公文書



館シドニー館の三井物産・三菱商事在豪支店
資料調査は、花井俊介が平成 22 年 9 月に、
天野雅敏が同年 9 月と平成 23 年 3 月に実施
した。 
 これらの本格的な資料調査をふまえ、三井
物産シドニー支店「考課状」の研究成果を天
野雅敏「戦前における三井物産の豪州進出に
ついて」（『国民経済雑誌』第 199 巻第 2 号、
平成 21 年）としてとりまとめ、兼松商店と
三井物産の研究成果を整理して、天野雅敏
「戦前における日本商社の豪州進出につい
て―兼松商店と三井物産の事例を中心にし
て―」（安藤精一・高嶋雅明・天野雅敏編『近
世近代の歴史と社会』清文堂出版、平成 21
年）を発表するとともに、それらを拡充して、
天野雅敏著『戦前日豪貿易史の研究―兼松商
店と三井物産を中心にして―』（勁草書房、
平成 22 年）を公刊した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究は、戦前の日本と豪州の交易につい
て、主として貿易商社の動向に焦点をあてて
本格的な実証研究をおこなうことを課題と
しており、広範な資料調査と研究成果の相互
批判の機会をもつことが必要であったが、オ
ーストラリア国立公文書館シドニー館、アメ
リカ国立公文書館新館の資料調査は順調に
進んでおり、オーストラリアの研究協力者を
含む研究会も開催され、そうした主要な研究
成果は、天野雅敏著『戦前日豪貿易史の研究
―兼松商店と三井物産を中心にして―』（勁
草書房、平成 22 年）として刊行されている。
また同書は、平成 23 年 1 月関西学院大学で
開催された社会経済史学会近畿部会・経営史
学会関西部会の合同合評会の対象図書とし
てとりあげられ、元オーストラリア学会会長
で追手門学院大学名誉教授遠山嘉博から高
い評価を得ている。また研究協力者の田村恵
子も平成 21 年度の来日の際に、20 世紀前半
の神戸を中心とする欧米人貿易商の活動と
ネットワーク形成の実態を究明するための
資料調査をおこない、その研究成果の一部を
含む論稿を発表した。これらのことから、本
研究は順調に進展していると判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度は、オーストラリアから研究
協力者のテッサ モーリス=スズキと田村恵
子を招聘し、研究代表者の天野雅敏、研究分
担者の谷本雅之、花井俊介、重富公生などが
参加して研究会を開催し、研究成果の整理・
確認と拡充につとめる。 

また、オーストラリア国立公文書館シドニ
ー館の三井物産・三菱商事在豪支店資料の補
充調査を天野雅敏が実施する。 

そして、これまでの研究成果をふまえて、
報告書をとりまとめることとする。なお、こ
の報告書の作成に際しては、兼松商店、三井
物産の研究成果のみならず、三菱商事などの
研究成果も明らかにしうるように一層の努
力をしたいと考えている。 
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